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本
稿
で
は
二
〇
一
四
年
度
の
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
の
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
動
物
遺
存
体
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
遺
跡
の
詳
細
に
つ
い

て
は
浦
野
報
告
を
参
照
い
た
だ
き
た
い（

（
（

。

　
動
物
遺
存
体
は
、
聖
堂
お
よ
び
周
辺
施
設
か
ら
出
土
し
た
も
の
で

あ
る
。
各
地
点
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
附
属
礼
拝
堂
、

内
陣
、南
翼
廊
第
七
室
か
ら
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
全
体
の
概
要
を
示
し
た
後
、
上
記
の
三
地
点
か
ら
出

土
し
た
動
物
遺
存
体
を
中
心
に
考
察
を
お
こ
な
う
。

一
．
分
析
資
料

　
分
析
資
料
は
、
発
掘
中
に
取
り
上
げ
た
資
料
と
、
遺
跡
内
の
土
壌

を
一
ミ
リ
メ
ッ
シ
ュ
の
ふ
る
い
に
か
け
る
こ
と
で
発
見
さ
れ
た
資
料

が
あ
る（
以
下
ふ
る
い
資
料
）。遺
跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物
の
中
に
は
、

肉
眼
で
は
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
な
小
さ
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
通
常
の
発
掘
作
業
で
は
、
小
さ
な
遺
物
は
見
逃
さ

れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
が
、
ふ
る
い
を
使
用
す
る
こ
と
で
そ
れ
ら

を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
分
作
業
に
は
時
間

や
労
力
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
第
七
室
と
そ
の
他

一
部
の
土
壌
に
つ
い
て
ふ
る
い
が
け
を
お
こ
な
っ
た
。
出
土
し
た
動
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

物
遺
存
体
の
ほ
と
ん
ど
は
破
片
で
あ
り
、
同
定
が
困
難
な
資
料
も
数

多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
部
位
の
判
明
し
た
も
の
を
対
象

と
し
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
出
土
し
た
動
物
遺
存
体
は
破
片
点
数

で
四
五
二
点
、
そ
の
う
ち
何
ら
か
の
分
類
群
に
同
定
で
き
た
も
の
は

三
四
三
点
で
あ
っ
た
（
図
１
）。

二
．
同
定
結
果

　
動
物
遺
存
体
は
哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
類
、
両
生
類
が
含
ま
れ
て

い
る（

（
（

。
以
下
で
は
動
物
の
分
類
群
ご
と
に
述
べ
る
。

　
哺
乳
類
は
計
三
二
五
点
出
土
し
た
。同
定
し
た
分
類
群
は
ヒ
ツ
ジ
、

ヤ
ギ
、
ウ
シ
、
イ
ノ
シ
シ
も
し
く
は
ブ
タ
、
ネ
ズ
ミ
科
、
ネ
ズ
ミ
亜

科
、
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜
科
で
あ
る
。
ヒ
ツ
ジ
と
ヤ
ギ
は
い
ず
れ
も
ウ
シ

科
に
含
ま
れ
、
骨
の
外
部
形
態
が
非
常
に
似
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

種
内
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
大
部
分
は
種
ま
で
同
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ヒ
ツ
ジ
も
し
く
は
ヤ
ギ
と
し
て
扱
っ
た
。

ま
た
、
ブ
タ
は
イ
ノ
シ
シ
を
家
畜
化
し
た
も
の
で
あ
り
、「
種
」
と

し
て
は
イ
ノ
シ
シ
に
含
ま
れ
る
が
、
外
部
形
態
か
ら
家
畜
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
も
し
く
は
ブ
タ
と

し
て
扱
っ
た
。

　
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
点
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
計

五
〇
点
同
定
し
た
（
写
真
１
）。
同
定
部
位
は
頭
蓋
骨
、
遊
離
歯
、

肩
甲
骨
、
上
腕
骨
、
橈
骨
、
尺
骨
、
中
手
骨
、
中
手
骨
も
し
く
は
中

足
骨
、
椎
骨
、
寛
骨
、
踵
骨
、
距
骨
、
指
骨
で
あ
る
（
骨
格
部
位
に

つ
い
て
は
図
２
を
参
照
）。
こ
の
他
に
下
顎
骨
と
思
わ
れ
る
破
片
が

出
土
し
て
い
る
。
骨
端
部
の
癒
合
し
て
い
な
い
若
い
個
体
が
比
較
的

多
く
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
種
同
定
で
き
な
か
っ
た
破
片
の
中
に

は
、
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
サ
イ
ズ
の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
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本
稿
で
は
二
〇
一
四
年
度
の
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
の
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
動
物
遺
存
体
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
遺
跡
の
詳
細

に
つ
い
て
は
浦
野
報
告
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 

動
物
遺
存
体
は
、
聖
堂
お
よ
び
周
辺
施
設
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
あ
る
。
各
地
点
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
附
属
礼
拝

堂
、
内
陣
、
南
翼
廊
第
七
室
か
ら
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
体
の
概
要
を
示
し
た
後
、
上
記
の
三
地

点
か
ら
出
土
し
た
動
物
遺
存
体
を
中
心
に
考
察
を
お
こ
な
う
。 

 一
．
分
析
資
料 

分
析
資
料
は
、
発
掘
中
に
取
り
上
げ
た
資
料
と
、
遺
跡
内
の
土

壌
を
一
ミ
リ
メ
ッ
シ
ュ
の
ふ
る
い
に
か
け
る
こ
と
で
発
見
さ
れ

た
資
料
が
あ
る
（
以
下
ふ
る
い
資
料
）
。
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
遺

物
の
中
に
は
、
肉
眼
で
は
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
な
小
さ
な
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
通
常
の
発
掘
作
業
で
は
、
小

さ
な
遺
物
は
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
が
、
ふ
る
い
を
使

用
す
る
こ
と
で
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
分
作
業
に
は
時
間
や
労
力
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
調

査
で
は
第
七
室
と
そ
の
他
一
部
の
土
壌
に
つ
い
て
ふ
る
い
が
け

を
お
こ
な
っ
た
。
出
土
し
た
動
物
遺
存
体
の
ほ
と
ん
ど
は
破
片
で

あ
り
、
同
定
が
困
難
な
資
料
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
部
位
の
判
明
し
た
も
の
を
対
象
と
し
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

出
土
し
た
動
物
遺
存
体
は
破
片
点
数
で
四
五
二
点
、
そ
の
う
ち
何

ら
か
の
分
類
群
に
同
定
で
き
た
も
の
は
三
四
三
点
で
あ
っ
た
（
図

１
）。 

  

図１ 動物遺存体の組成（n=452） 図１　動物遺存体の組成（n=452）
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
か
ら
出
土
し
た
動
物
遺
存
体
（
松
崎
）

　
特
記
す
べ
き
点
と
し
て
、
附
属
礼
拝
堂
か
ら
出
土
し
た
ヤ
ギ
の 

左
肩
甲
骨
が
挙
げ
ら
れ
る
（
写
真
２
）。
こ
の
肩
甲
骨
に
は
二
本
の

傷
の
よ
う
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
刃
物
で
つ
け
ら
れ
た

も
の
で
、
傷
の
あ
る
部
分
は
上
腕
骨
と
関
節
で
つ
な
が
る
部
分
の
少

し
上
、
つ
ま
り
腕
の
付
け
根
の
辺
り
に
な
り
、
腕
を
切
断
す
る
際
に

つ
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
ヤ
ギ
は
人
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

2 
 

二
．
同
定
結
果 

動
物
遺
存
体
は
哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
類
、
両
生
類
が
含
ま
れ

て
い
る
。
以
下
で
は
動
物
の
分
類
群
ご
と
に
述
べ
る
。 

哺
乳
類
は
計
三
二
五
点
出
土
し
た
。
同
定
し
た
分
類
群
は
ヒ
ツ

ジ
、
ヤ
ギ
、
ウ
シ
、
イ
ノ
シ
シ
も
し
く
は
ブ
タ
、
ネ
ズ
ミ
科
、
ネ

ズ
ミ
亜
科
、
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜
科
で
あ
る
。
ヒ
ツ
ジ
と
ヤ
ギ
は
い
ず

れ
も
ウ
シ
科
に
含
ま
れ
、
骨
の
外
部
形
態
が
非
常
に
似
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
種
内
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
大
部
分
は
種
ま
で
同
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ヒ
ツ
ジ
も
し
く
は
ヤ
ギ

と
し
て
扱
っ
た
。
ま
た
、
ブ
タ
は
イ
ノ
シ
シ
を
家
畜
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
「
種
」
と
し
て
は
イ
ノ
シ
シ
に
含
ま
れ
る
が
、
外
部
形

態
か
ら
家
畜
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
イ

ノ
シ
シ
も
し
く
は
ブ
タ
と
し
て
扱
っ
た
。 

ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
点
か
ら
出
土
し
て
お
り
、

計
五
〇
点
同
定
し
た
（
写
真
１
）
。
同
定
部
位
は
頭
蓋
骨
、
遊
離

歯
、
肩
甲
骨
、
上
腕
骨
、
橈
骨
、
尺
骨
、
中
手
骨
、
中
手
骨
も
し

く
は
中
足
骨
、
椎
骨
、
寛
骨
、
踵
骨
、
距
骨
、
指
骨
で
あ
る
（
骨

格
部
位
に
つ
い
て
は
図
２
を
参
照
）
。
こ
の
他
に
下
顎
骨
と
思
わ

れ
る
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
骨
端
部
の
癒
合
し
て
い
な
い
若
い

個
体
が
比
較
的
多
く
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
種
同
定
で
き
な
か

っ
た
破
片
の
中
に
は
、
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
サ
イ
ズ
の
も
の
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。 

特
記
す
べ
き
点
と
し
て
、
附
属
礼
拝
堂
か
ら
出
土
し
た
ヤ
ギ
の

写真 1 大型哺乳類 
1～3 ウシ（遊離歯、中足骨、大腿骨）、4・6 イノシシ／ブタ（下顎骨、第二中手骨）、5・7
～9・12 ヒツジ／ヤギ（頭蓋骨、胸椎、尺骨、橈骨、中手骨）、10 ヤギ（肩甲骨）、11 ヒツ

ジ（中手骨） 

3 
 

左
肩
甲
骨
が
挙
げ
ら
れ
る
（
写
真
２
）
。
こ
の
肩
甲
骨
に
は
二
本

の
傷
の
よ
う
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
刃
物
で
つ
け
ら

れ
た
も
の
で
、
傷
の
あ
る
部
分
は
上
腕
骨
と
関
節
で
つ
な
が
る
部

分
の
少
し
上
、
つ
ま
り
腕
の
付
け
根
の
辺
り
に
な
り
、
腕
を
切
断

す
る
際
に
つ
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
痕
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ヤ
ギ
は
人
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ウ
シ
は
計
一
六
点
同
定
し
た
。
同
定
部
位
は
頭
蓋
骨
、
遊
離
歯
、

大
腿
骨
、
脛
骨
、
寛
骨
、
椎
骨
、
中
足
骨
、
指
骨
で
あ
る
。
附
属

礼
拝
堂
か
ら
の
出
土
が
多
く
、
聖
堂
内
か
ら
は
遊
離
歯
と
指
骨
の

み
が
出
土
し
て
い
る
。
ウ
シ
も
ヤ
ギ
／
ヒ
ツ
ジ
と
同
様
に
若
い
個

体
が
多
い
。
な
お
、
点
数
に
は
含
め
な
か
っ
た
が
、
ウ
シ
の
下
顎

骨
と
思
わ
れ
る
破
片
が
内
陣
か
ら
一
点
出
土
し
て
い
る
。
関
節
突

起
の
下
部
に
あ
た
る
下
顎
切
痕
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
、
解
体
痕
が

認
め
ら
れ
る
。 

イ
ノ
シ
シ
／
ブ
タ
は
計
七
点
同
定
し
た
。
同
定
部
位
は
下
顎
骨
、

遊
離
歯
、
第
三
中
手
骨
、
第
二
中
足
骨
で
あ
る
。
聖
堂
お
よ
び
附

属
礼
拝
堂
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
／
ブ
タ
も
若
い
個
体

が
多
い
。
第
七
室
か
ら
出
土
し
た
第
三
中
手
骨
の
近
位
端
に
は
咬

み
痕
の
よ
う
な
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
人
も
し
く
は
イ
ヌ
な
ど

に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

ネ
ズ
ミ
科
は
計
一
八
二
点
同
定
し
た
（
写
真
３
）。
同
定
部
位
は

頭
蓋
骨
、
下
顎
骨
、
遊
離
歯
、
肩
甲
骨
、
上
腕
骨
、
橈
骨
、
尺
骨
、

椎
骨
、
仙
骨
、
寛
骨
、
大
腿
骨
、
脛
骨
、
中
手
骨
も
し
く
は
中
足

骨
、
指
骨
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
身
の
骨
格
が
含
ま
れ
て
い
る
。
歯
の

形
態
か
ら
ネ
ズ
ミ
亜
科
と
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜
科
の
特
徴
を
も
つ
も

の
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
二
種
類
以
上
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
ネ
ズ
ミ
亜
科
に
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
、
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜

科
に
は
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
ネ
ズ
ミ
科
は
ふ
る
い
資

料
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
第
七
室
か
ら
の
出
土
が

多
い
。 

鳥
類
は
計
四
三
点
同
定
し
た
（
写
真
４
）。
ト
ル
コ
国
内
に
生
息

し
て
い
る
鳥
類
の
現
生
骨
格
標
本
と
の
比
較
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
一
部
を
除
き
種
同
定
は
で
き
な
か
っ
た
。
外
部
形
態
か
ら

少
な
く
と
も
五
種
類
は
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

写真２ ヤギ左肩甲骨 
※左下に解体痕が認められる 

写真 2　ヤギ左肩甲骨
　　※左下に解体痕が認められる

写真 1　大型哺乳類
1 ～ 3 ウシ（遊離歯、中足骨、大腿骨）、4・6 イノシシ／ブタ（下顎骨、第二中手骨）、
5・7 ～ 9・12 ヒツジ／ヤギ（頭蓋骨、胸椎、尺骨、橈骨、中手骨）、10 ヤギ（肩
甲骨）、11 ヒツジ（中手骨）
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

　
ウ
シ
は
計
一
六
点
同
定
し
た
（
写
真
１
）。
同
定
部
位
は
頭
蓋
骨
、

遊
離
歯
、
大
腿
骨
、
脛
骨
、
寛
骨
、
椎
骨
、
中
足
骨
、
指
骨
で
あ
る
。

附
属
礼
拝
堂
か
ら
の
出
土
が
多
く
、
聖
堂
内
か
ら
は
遊
離
歯
と
指
骨

の
み
が
出
土
し
て
い
る
。
ウ
シ
も
ヤ
ギ
／
ヒ
ツ
ジ
と
同
様
に
若
い
個

体
が
多
い
。
な
お
、
点
数
に
は
含
め
な
か
っ
た
が
、
ウ
シ
の
下
顎
骨

と
思
わ
れ
る
破
片
が
内
陣
か
ら
一
点
出
土
し
て
い
る
。
関
節
突
起
の

下
部
に
あ
た
る
下
顎
切
痕
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
、
解
体
痕
が
認
め
ら

れ
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
／
ブ
タ
は
計
七
点
同
定
し
た
（
写
真
１
）。
同
定
部
位

は
下
顎
骨
、
遊
離
歯
、
第
三
中
手
骨
、
第
二
中
足
骨
で
あ
る
。
聖
堂

お
よ
び
附
属
礼
拝
堂
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
／
ブ
タ
も
若

い
個
体
が
多
い
。
第
七
室
か
ら
出
土
し
た
第
三
中
手
骨
の
近
位
端
に

は
咬
み
痕
の
よ
う
な
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
人
も
し
く
は
イ
ヌ
な

ど
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ネ
ズ
ミ
科
は
計
一
八
二
点
同
定
し
た
（
写
真
３
）。
同
定
部
位
は

頭
蓋
骨
、
下
顎
骨
、
遊
離
歯
、
肩
甲
骨
、
上
腕
骨
、
橈
骨
、
尺
骨
、

椎
骨
、
仙
骨
、
寛
骨
、
大
腿
骨
、
脛
骨
、
中
手
骨
も
し
く
は
中
足
骨
、

指
骨
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
身
の
骨
格
が
含
ま
れ
て
い
る
。
歯
の
形
態
か

ら
ネ
ズ
ミ
亜
科
と
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜
科
の
特
徴
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、

少
な
く
と
も
二
種
類
以
上
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ネ
ズ
ミ

亜
科
に
は
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
、
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜
科
に
は
ハ
タ
ネ
ズ

ミ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
ネ
ズ
ミ
科
は
ふ
る
い
資
料
か
ら
見
つ
か
っ
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
第
七
室
か
ら
の
出
土
が
多
い
。

　
鳥
類
は
計
四
三
点
同
定
し
た
（
写
真
４
）。
ト
ル
コ
国
内
に
生
息

し
て
い
る
鳥
類
の
現
生
骨
格
標
本
と
の
比
較
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
一
部
を
除
き
種
同
定
は
で
き
な
か
っ
た
。
外
部
形
態
か
ら
お
そ

ら
く
五
種
類
は
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
小
型
、
中

型
の
鳥
類
で
あ
り
、
ス
ズ
メ
目
、
キ
ジ
科
に
似
る
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
。
キ
ジ
科
に
は
家
禽
で
あ
る
ニ
ワ
ト
リ
が
含
ま
れ
る
が
、
該
当

資
料
は
比
較
的
小
さ
な
個
体
で
あ
る
。
同
定
部
位
は
烏
口
骨
、
上
腕

骨
、
尺
骨
、
手
根
中
手
骨
、
椎
骨
、
大
腿
骨
、
脛
足
根
骨
、
足
根
中

足
骨
、
指
骨
で
あ
る
。
小
型
鳥
類
は
、
ネ
ズ
ミ
科
同
様
ふ
る
い
資
料

か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
が
多
い
。

　
爬
虫
類
は
計
八
〇
点
同
定
し
た
（
写
真
５
）。
リ
ク
ガ
メ
科
が

七
九
点
、
ヘ
ビ
亜
目
が
一
点
で
あ
る
。
リ
ク
ガ
メ
科
は
ほ
と
ん
ど
が

甲
板
で
あ
り
、
上
腕
骨
と
寛
骨
が
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
第
七

室
か
ら
の
出
土
が
非
常
に
多
い
。
ヘ
ビ
亜
目
は
椎
骨
が
一
点
の
み
出

土
し
て
い
る
。

　
両
生
類
は
計
二
点
同
定
し
た
。
い
ず
れ
も
無
尾
目
（
カ
エ
ル
目
）

で
あ
る
。
同
定
部
位
は
脛
腓
骨
と
大
腿
骨
で
あ
る
。

　
以
上
が
出
土
動
物
遺
存
体
の
同
定
結
果
で
あ
る
。
出
土
点
数
で
は

哺
乳
類
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
（
図
１
）。
特
に
ネ
ズ
ミ
科
が

非
常
に
多
く
、
哺
乳
類
の
半
数
以
上
、
全
体
で
も
約
四
割
を
占
め
る

結
果
と
な
っ
た
。
大
型
哺
乳
類
は
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
が
最
も
多
く
、
次



－  360  －－  361  －

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
か
ら
出
土
し
た
動
物
遺
存
体
（
松
崎
）

4 
 

写真３ ネズミ科 
1 頭蓋骨、2～5 下顎骨、6・7 上腕骨、8・9 尺骨、10 橈骨、11 仙骨、12 胸椎、13・
14 寛骨、15・16 大腿骨、17・18 脛骨

写真４ 鳥類 
1～3 上腕骨、4 烏口骨、5・6 尺骨、7 手根中手骨、8～10 大腿骨、11・12 脛足根骨、13
足根中足骨 
※10 の大腿骨は中型哺乳類の誤りである。 

写真４　鳥類
1 ～ 3 上腕骨、4 烏口骨、5・6 尺骨、7 手根中手骨、8 ～ 10 大腿骨、11・12 脛足根骨、
13 足根中足骨
※ 10 の大腿骨は中型哺乳類の誤りである。

写真３　ネズミ科
1 頭蓋骨、2 ～ 5 下顎骨、6・7 上腕骨、8・9 尺骨、10 橈骨、11 仙骨、12 胸椎、
13・14 寛骨、15・16 大腿骨、17・18 脛骨

4 
 

写真３ ネズミ科 
1 頭蓋骨、2～5 下顎骨、6・7 上腕骨、8・9 尺骨、10 橈骨、11 仙骨、12 胸椎、13・
14 寛骨、15・16 大腿骨、17・18 脛骨

写真４ 鳥類 
1～3 上腕骨、4 烏口骨、5・6 尺骨、7 手根中手骨、8～10 大腿骨、11・12 脛足根骨、13
足根中足骨 
※10 の大腿骨は中型哺乳類の誤りである。 
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い
で
ウ
シ
、イ
ノ
シ
シ
／
ブ
タ
が
少
量
混
じ
る
組
成
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
種
同
定
は
で
き
な
か
っ
た
が
中
・
小
型
の
哺
乳
類
が
わ
ず
か

に
含
ま
れ
て
い
る
。
鳥
類
は
、
哺
乳
類
と
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
各

地
点
か
ら
少
量
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。
爬
虫
類
・
両
生
類
で
は
リ
ク

ガ
メ
科
が
多
い
。

三
．
地
点
別
の
組
成

　
動
物
遺
存
体
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
附
属
礼
拝
堂
、
内

陣
、
南
翼
廊
第
七
室
の
三
地
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
破
片
点
数
と
最

小
個
体
数
を
算
出
し
た
（
表
１
）。
最
小
個
体
数
と
は
、
あ
る
動
物

が
少
な
く
と
も
何
個
体
存
在
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
個

体
数
の
算
定
に
有
効
な
部
位
が
少
な
く
、
算
出
さ
れ
た
個
体
数
は
少

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
最
小
個
体
数
は
参
考
ま
で
に
記
載
し
て
い

る
が
、
主
に
破
片
点
数
に
基
づ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。

　
附
属
礼
拝
堂
で
は
計
三
九
点
同
定
し
た
。
破
片
点
数
で
は
ウ
シ
が

多
い
。
左
の
後
肢
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
連
状
態
で
捨
て
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
は
、
点
数
で
は
ウ
シ
よ
り
も

少
な
い
が
、
同
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
中
に
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
サ
イ

ズ
の
大
腿
骨
や
肋
骨
の
破
片
が
あ
り
、
実
際
に
は
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
の

方
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
類
は
キ
ジ
科
に
似
た
特
徴
を
も
つ
も

の
が
出
土
し
て
い
る
。

5 
 

い
ず
れ
も
小
型
、
中
型
の
鳥
類
で
あ
り
、
ス
ズ
メ
目
、
キ
ジ
科
に

似
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
キ
ジ
科
に
は
家
禽
で
あ
る
ニ
ワ
ト

リ
が
含
ま
れ
る
が
、
該
当
資
料
は
比
較
的
小
さ
な
個
体
で
あ
る
。

同
定
部
位
は
烏
口
骨
、
上
腕
骨
、
尺
骨
、
手
根
中
手
骨
、
椎
骨
、

大
腿
骨
、
脛
足
根
骨
、
足
根
中
足
骨
、
指
骨
で
あ
る
。
小
型
鳥
類

は
、
ネ
ズ
ミ
科
同
様
ふ
る
い
資
料
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
が
多
い
。 

爬
虫
類
は
計
八
〇
点
同
定
し
た
（
写
真
５
）。
リ
ク
ガ
メ
科
が
七

九
点
、
ヘ
ビ
亜
目
が
一
点
で
あ
る
。
リ
ク
ガ
メ
科
は
ほ
と
ん
ど
が

甲
板
で
あ
り
、
上
腕
骨
と
寛
骨
が
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
第

七
室
か
ら
の
出
土
が
非
常
に
多
い
。
ヘ
ビ
亜
目
は
椎
骨
が
一
点
の

み
出
土
し
て
い
る
。 

両
生
類
は
計
二
点
同
定
し
た
。
い
ず
れ
も
無
尾
目
（
カ
エ
ル
目
）

で
あ
る
。
同
定
部
位
は
脛
腓
骨
と
大
腿
骨
で
あ
る
。 

以
上
が
出
土
動
物
遺
存
体
の
同
定
結
果
で
あ
る
。
出
土
点
数
で

は
哺
乳
類
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
（
図
１
）
。
特
に
ネ
ズ
ミ

科
が
非
常
に
多
く
、
哺
乳
類
の
半
数
以
上
、
全
体
で
も
約
四
割
を

占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
大
型
哺
乳
類
は
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
が
最
も

多
く
、
次
い
で
ウ
シ
、
イ
ノ
シ
シ
／
ブ
タ
が
少
量
混
じ
る
組
成
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
種
同
定
は
で
き
な
か
っ
た
が
中
・
小
型
の

哺
乳
類
が
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
鳥
類
は
、
哺
乳
類
と
比
べ

る
と
少
な
い
が
、
各
地
点
か
ら
少
量
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。
爬
虫

類
・
両
生
類
で
は
リ
ク
ガ
メ
科
が
多
い
。 

 
 

写真５ リクガメ科甲板 写真 5　リクガメ科甲板
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内
陣
で
は
計
八
五
点
同
定
し
た
。
今
回
の
調
査
で
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ

が
最
も
出
土
し
た
の
が
内
陣
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
も
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ

ギ
サ
イ
ズ
の
肋
骨
や
指
骨
な
ど
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、
附

属
礼
拝
堂
と
同
じ
く
実
際
に
は
さ
ら
に
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ
シ
は
遊
離
歯
と
指
骨
（
末
節
骨
）
が
出
土
し
て
い
る
が
、
附
属
礼

拝
堂
と
比
べ
て
数
は
少
な
い
。
ま
た
、
種
不
明
の
中
・
小
型
哺
乳
類

が
出
土
し
て
い
る
。
ネ
ズ
ミ
科
と
一
部
鳥
類
は
ふ
る
い
資
料
か
ら
見

つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
七
室
で
は
計
二
八
四
点
同
定
し
た
。
す
べ
て
家
族
墓
と
想
定

さ
れ
た
、
高
さ
四
〇
～
五
〇
㎝
、
長
さ
一
九
〇
～
二
〇
〇
㎝
、
幅

二
九
五
㎝
の
構
造
物
（
Ｔ
５
）
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
ネ
ズ

ミ
科
と
リ
ク
ガ
メ
科
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ

る
。
ネ
ズ
ミ
科
は
破
片
点
数
で
一
六
二
点
、
最
小
個
体
数
で
も
二
三

個
体
と
非
常
に
多
い
。
リ
ク
ガ
メ
科
は
甲
板
が
多
く
、
上
腕
骨
と
寛

骨
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。
他
の
地
点
と
比
べ
て
多
量
の
ネ
ズ
ミ
科

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
採
集
方
法
の
違
い
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
他
の
地
点
に
お
い
て
土
壌
の
一
部
を

ふ
る
い
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
採
集
さ
れ
た
骨
は
少
な
く
、
採
集
方
法

の
み
に
よ
る
影
響
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
第
七
室
に
お
い
て

例
外
的
に
多
量
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
第
五
項
で
詳
し
く
触
れ
る
。
鳥
類
は
、
ス
ズ
メ
目
の

よ
う
な
小
さ
な
個
体
が
多
い
。
こ
れ
ら
も
ふ
る
い
資
料
か
ら
見
つ

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
出
土
地
点
別
の
様
相
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
地
点
で
も
ヒ
ツ

ジ
／
ヤ
ギ
が
多
い
点
で
共
通
し
て
い
る
。
一
方
で
、
第
七
室
に
お
い

て
ネ
ズ
ミ
科
と
リ
ク
ガ
メ
科
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
い
る
点
は
か

な
り
特
殊
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

6 
 

三
．
地
点
別
の
組
成 

動
物
遺
存
体
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
附
属
礼
拝
堂
、

内
陣
、
南
翼
廊
第
七
室
の
三
地
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
破
片
点
数

と
最
小
個
体
数
を
算
出
し
た
（
表
１
）
。
最
小
個
体
数
と
は
、
あ

る
動
物
が
少
な
く
と
も
何
個
体
存
在
す
る
か
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
個
体
数
の
算
定
に
有
効
な
部
位
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

算
出
さ
れ
た
個
体
数
も
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
最
小
個
体
数

は
参
考
ま
で
に
記
載
し
て
い
る
が
、
主
に
破
片
点
数
に
基
づ
い
て

検
討
を
お
こ
な
う
。 

附
属
礼
拝
堂
で
は
計
三
九
点
同
定
し
た
。
破
片
点
数
で
は
ウ
シ

が
多
い
。
左
の
後
肢
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
連
状
態
で
捨

て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
は
、
点
数
で
は
ウ
シ

よ
り
も
少
な
い
が
、
同
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
中
に
ヒ
ツ
ジ
／

ヤ
ギ
サ
イ
ズ
の
大
腿
骨
や
肋
骨
の
破
片
が
あ
り
、
実
際
に
は
ヒ
ツ

ジ
／
ヤ
ギ
の
方
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
類
は
キ
ジ
科
に
似
た

特
徴
を
も
つ
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。 

内
陣
で
は
計
八
五
点
同
定
し
た
。
今
回
の
調
査
で
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ

ギ
が
最
も
出
土
し
た
の
が
内
陣
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
も
ヒ
ツ
ジ

／
ヤ
ギ
サ
イ
ズ
の
肋
骨
や
指
骨
な
ど
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

お
り
、
附
属
礼
拝
堂
と
同
じ
く
実
際
に
は
さ
ら
に
多
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
ウ
シ
は
遊
離
歯
と
指
骨
（
末
節
骨
）
が
出
土
し
て
い

る
が
、
附
属
礼
拝
堂
と
比
べ
て
数
は
少
な
い
。
ま
た
、
種
不
明
の

中
・
小
型
哺
乳
類
が
出
土
し
て
い
る
。
ネ
ズ
ミ
科
と
一
部
鳥
類
は

ふ
る
い
資
料
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

第
七
室
で
は
計
二
八
四
点
同
定
し
た
。
す
べ
て
家
族
墓
と
想
定

さ
れ
た
、
高
さ
四
〇
～
五
〇
㎝
、
長
さ
一
九
〇
～
二
〇
〇
㎝
、
幅

二
九
五
㎝
の
構
造
物
（
Ｔ
５
）
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
ネ

ズ
ミ
科
と
リ
ク
ガ
メ
科
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
い
る
点
が
特

徴
で
あ
る
。
ネ
ズ
ミ
科
は
破
片
点
数
で
一
六
二
点
、
最
小
個
体
数

で
も
二
三
個
体
と
非
常
に
多
い
。
リ
ク
ガ
メ
科
は
甲
板
が
多
く
、

表１ 地点別出土動物遺存体表 
第七室はすべて、内陣は一部土壌をふるいにかけて採集している。

不明哺乳類とした破片の多くはヒツジ／ヤギである可能性が高い

ため、最小個体数は「0」個体とした。なお、内陣には中・小型哺

乳類が 2 個体存在する。 

礼
拝
堂

内
陣

第
七
室

礼
拝
堂

内
陣

第
七
室

ヒツジ／ヤギ 9 25 6 2 2 2

ウシ 10 4 0 1 1 0
イノシシ／ブタ 1 0 2 1 0 1
ネズミ科 0 13 162 0 2 23
不明哺乳類 13 31 14 0 2 0
鳥類 5 10 24 2 3 6
リクガメ科 1 2 74 1 1 2
カエル目 0 0 2 0 0 1

合計 39 85 284 7 11 35

破片点数 最小個体数

種名

表１　地点別出土動物遺存体表
（3）
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四
．
出
土
動
物
遺
存
体
の
特
徴

　
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
か
ら
出
土
し
た
動
物
遺
存
体
は
、
聖
堂
の
床

面
付
近
か
ら
出
土
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
動
物
遺
存
体
は
、

聖
堂
が
使
用
さ
れ
て
い
た
時
期
に
捨
て
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
た

め
、
放
棄
さ
れ
た
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
聖

堂
と
い
う
通
常
の
生
活
空
間
と
は
異
な
る
特
殊
な
場
所
か
ら
動
物
の

骨
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。こ
れ
ら
の
中
に
は
、

解
体
痕
な
ど
明
確
な
痕
跡
を
有
す
る
も
の
は
少
な
い
も
の
の
、
人
為

的
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
大
型
哺
乳
類
の
う
ち
、
最
も
多
く
出
土
し
た
の
は
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ

で
あ
り
、
同
定
が
で
き
な
か
っ
た
破
片
の
中
に
も
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
と

思
わ
れ
る
骨
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
最
小
個
体
数
で
も
ウ
シ
・

イ
ノ
シ
シ
／
ブ
タ
を
上
回
っ
て
お
り
、
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
が
利
用
の
中

心
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
ま
た
、
大
型
哺
乳
類
は

い
ず
れ
も
若
い
個
体
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
野
生
動
物
で
あ
れ
ば
、

年
齢
構
成
は
若
齢
か
ら
老
齢
ま
で
幅
広
く
出
土
す
る
場
合
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
自
然
死
し
た
動
物
が
偶
然
聖
堂
内
に
埋

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
家
畜
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
た
動
物
が
人
為
的

に
持
ち
込
ま
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

出
土
数
の
多
い
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
で
見
る
と
、
頭
部
か
ら
手
足
の
先
ま

で
出
土
し
て
お
り
、
特
定
の
部
位
を
選
択
し
て
持
ち
込
ん
だ
わ
け
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
手
骨
や
指
骨
と
い
っ
た
手
足
の

先
端
部
が
多
く
、
上
腕
骨
や
大
腿
骨
な
ど
の
主
要
な
四
肢
骨
は
あ
ま

り
出
土
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
解
体
し
た
際
に
手
足
の
先

端
な
ど
不
要
な
部
位
を
こ
の
場
に
捨
て
、
そ
れ
以
外
の
部
位
は
食
用

と
し
て
持
ち
帰
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
は
い
え
、
聖
堂

と
い
う
特
殊
な
空
間
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
解
体
と
い
う
行

為
が
単
に
食
利
用
の
た
め
で
は
な
く
動
物
供
犠
に
伴
っ
て
お
こ
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
実
際
に
、
祭
壇
が
置
か

れ
て
い
る
内
陣
に
お
い
て
も
最
も
多
く
の
大
型
哺
乳
類
が
出
土
し
て

お
り
、
何
ら
か
の
関
係
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る（

（
（

。

五
．
南
翼
廊
第
七
室
の
構
造
物
（
Ｔ
５
）
に
つ
い
て

　
Ｔ
５
か
ら
は
ネ
ズ
ミ
科
が
非
常
に
多
く
出
土
し
て
お
り
、
他
の
地

点
と
比
べ
て
特
異
な
様
相
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。当
初
、

こ
の
構
造
物
は
家
族
墓
と
想
定
さ
れ
た
が
、
人
骨
は
全
く
検
出
さ
れ

ず
、
青
銅
製
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
が
一
点
の
み
見
つ
か
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
浦
野
報
告
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
骨
が
別
の

場
所
に
移
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
動
物
遺
存
体
か
ら
Ｔ
５
の
用
途
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
少
な
く
と
も
埋
没
直
前
の
状
態
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
出
土
し
た
ネ
ズ
ミ
科
に
は
、
全
身
の
骨
格
部
位
が
多
数
含
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ま
れ
て
お
り
、
共
伴
し
た
大
型
哺
乳
類
の
骨
に
は
ネ
ズ
ミ
の
咬
み
痕

が
つ
い
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
リ
ク
ガ
メ
科
は
二
つ
あ
る

区
画
の
う
ち
の
一
方
か
ら
多
量
に
出
土
し
、
も
う
一
方
か
ら
は
全
く

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｔ
５
か
ら
出
土
し
た
遺
物
が

一
括
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
直
前

ま
で
こ
の
場
に
存
在
し
て
い
た
も
の
が
、
多
量
の
瓦
礫
に
よ
っ
て

パ
ッ
ク
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
部
に
詰

ま
っ
て
い
た
石
材
な
ど
の
堆
積
状
況
か
ら
自
然
崩
落
で
あ
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
動
物
遺
存
体
の
出
土
状
況
も
こ
の
説
を
支

持
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
Ｔ
５
は
、
崩
落
直
前
ま
で
ネ
ズ
ミ
の
巣
穴

に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
カ
メ
に
関
し
て
も
同
様
で
、
偶
然
聖
堂

内
に
入
り
込
ん
だ
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。
現
在
も
遺
跡
周
辺

に
は
同
一
種
と
思
わ
れ
る
リ
ク
ガ
メ
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
少

量
で
は
あ
る
が
、
出
土
し
た
大
型
哺
乳
類
の
組
成
は
内
陣
と
似
て
お

り
、
内
陣
と
同
様
に
不
要
な
部
位
が
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
構
造
物
は
、
埋
没
す
る
直
前
に
は

不
要
な
も
の
が
捨
て
ら
れ
、
ネ
ズ
ミ
や
カ
メ
が
入
り
込
め
る
よ
う
な

状
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

六
．
ま
と
め

　
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
で
は
、
聖
堂
が
放
棄
さ
れ
た
後
に
家
畜
が
持

ち
込
ま
れ
、
何
ら
か
の
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
れ
が
食
利
用
の

た
め
で
あ
っ
た
の
か
、
供
犠
と
し
て
捧
げ
ら
れ
た
の
か
は
出
土
資
料

か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
放
棄
さ

れ
た
後
の
こ
と
と
は
い
え
、
聖
堂
が
屠
殺
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
可
能
性
は
高
く
、
聖
堂
と
い
う
空
間
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示

唆
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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。
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表
２
．
出
土
動
物
遺
存
体
種
名
表

哺
乳
綱M

am
m

alia

ウ
シB

os taurus

ヒ
ツ
ジO

vis aries

ヤ
ギC

apra hircus

イ
ノ
シ
シSus scrofa

ネ
ズ
ミ
科M

uridae spp.

ネ
ズ
ミ
亜
科M

urinae sp.

ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜
科Arvicolinae sp.

鳥
綱Aves

ス
ズ
メ
目Passeriform

es spp.

キ
ジ
科Phasianidae sp.

爬
虫
綱Reptilia

リ
ク
ガ
メ
科Testudinidae sp.

ヘ
ビ
亜
目Serpentes sp.

両
生
綱Anura

無
尾
目Am

phibia sp. 

9 
 

 

表
２
．
出
土
動
物
遺
存
体
種
名
表 

 

哺
乳
綱M

am
m

alia 

ウ
シBos taurus 

ヒ
ツ
ジOvis aries 

ヤ
ギCapra hircus 

イ
ノ
シ
シSus scrofa 

ネ
ズ
ミ
科M

uridae spp. 

ネ
ズ
ミ
亜
科M

rinae sp. 

ハ
タ
ネ
ズ
ミ
亜
科Arvicolinae sp. 

 鳥
綱Aves 

ス
ズ
メ
目Passeriform

es spp. 

キ
ジ
科Phasianidae sp. 

 

爬
虫
綱Reptilia 

リ
ク
ガ
メ
科Testudinidae sp. 

ヘ
ビ
亜
目Serpentes sp. 

 両
生
綱Anura 

無
尾
目Am

phibia sp.  
  

図２ 哺乳類（ウシ）の全身骨格と部位名称（久保・松井一九九九） 
 
1 頭蓋骨、2 下顎骨 3 環椎、4 軸椎、5 頸椎、6 胸椎、7 腰椎、8 仙骨、9 尾椎、10 肋骨、11
胸骨、12 肩甲骨、13、上腕骨、14、橈骨、15 尺骨、16 手根骨、17 中手骨、18 基節骨、

19 中節骨、20 末節骨、21 寛骨、22 大腿骨、23 膝蓋骨、24 脛骨、25 踵骨、26 距骨、27
足根骨、28 中足骨、29 基節骨、30 中節骨、31 末節骨

図２　哺乳類（ウシ）の全身骨格と部位名称
（5）

1 頭蓋骨、2 下顎骨、3 環椎、4 軸椎、5 頸椎、6 胸椎、7 腰椎、8 仙骨、9 尾椎、
10 肋骨、11 胸骨、12 肩甲骨、13 上腕骨、14 橈骨、15 尺骨、16 手根骨、17 中手骨、
18 基節骨、19 中節骨、20 末節骨、21 寛骨、22 大腿骨、23 膝蓋骨、24 脛骨、
25 踵骨、26 距骨、27 足根骨、28 中足骨、29 基節骨、30 中節骨、31 末節骨
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註（１
）
浦
野
聡
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
四
）
―
考
古

学
・
建
築
上
の
知
見
か
ら
―
」（
本
誌
所
収
）。

（
２
）
種
の
同
定
に
あ
た
り
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
環
境
考
古
学
研
究
室

所
蔵
の
現
生
骨
格
標
本
を
使
用
し
た
ほ
か
、
以
下
の
書
籍
・
論
文

を
参
考
と
し
た
。
松
井
章
『
動
物
考
古
学
』
京
都
大
学
学
術
出
版

会
、
二
〇
〇
八
。M

elinda A. Zeder, H
eather A. Lapham

, 
A

ssessing the reliability of criteria used to identify 
postcranial bones in sheep, O

vis, and goats, C
apra. Jo

urnalofA
rchaeologicalScience 37, 2010, pp.2887-2905.

W
ietske Prum

m
el, H

ans-Jorg Frisch, A
 G

uide for the 
D

istinction of Species, Sex and B
ody Side in Sheep and 

G
oat. Journal ofArchaeological Science  13, 1986, pp.567-

577.

（
３
）
第
七
室
は
す
べ
て
、
内
陣
は
一
部
土
壌
を
ふ
る
い
に
か
け
て
採
集

し
て
い
る
。
不
明
哺
乳
類
と
し
た
破
片
の
多
く
は
ヒ
ツ
ジ
／
ヤ
ギ
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
最
小
個
体
数
は
「
０
」
個
体
と
し
た
。

な
お
、
内
陣
に
は
中
・
小
型
哺
乳
類
が
二
個
体
存
在
す
る
。

（
４
）
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
、ア
ン
リ
・
ユ
ベ
ー
ル
〔
小
関
藤
一
郎
訳
〕『
供
犠
』

叢
書
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
１
１
９
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
三
。

（
５
）
久
保
和
士
・
松
井
章
「
第
10
章
家
畜
〈
そ
の
２ 

―
ウ
マ
・
ウ

シ
〉」『
考
古
学
と
動
物
学
』
考
古
学
と
自
然
科
学 

②
、
同
成
社
、

一
九
九
九
、一
六
九
～
二
〇
八
頁
。

（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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Basilica Excavation Report, Tlos 2014: Faunal remains

MATSUZAKI, Tetsuya

During the excavation of the Basilica at Tlos in 2014, we found ani-
mal bones. Animals that identified are as shown below.

Mammals: sheep, goat, cattle, mouse and wild or domestic pig.
Birds: Phasianidae (like pheasant, chicken) and Passeriformes.
Reptiles: tortoise and snake.
Amphibia: frog.

In chancel, most of these bones are young sheep/goats. It is difficult 
to determine whether these domestic animals were eaten or sacrificed, 
but what is important is that the animal bones were excavated from 
chancel. These bones were thrown away by people.

On the other hand, a lot of mouse bones were found in T5 (room7). 
It is likely that this area was a nest of mouse after the Basilica was 
abandoned. 


